
　
元
治
元
年
（
１
８
６
４
年
）
、
勝

海
舟
と
と
も
に
、
坂
本
龍
馬
ら
神
戸

海
軍
塾
の
門
下
生
が
、
島
原
湊
に
降

り
立
ち
、
城
下
本
陣
別
当
中
村
家
で

休
憩
し
、
島
原
の
城
下
町
を
眺
め
な

が
ら
長
崎
へ
の
道
を
急
ぎ
ま
し
た
。

　
文
久
三
年
（
１
８
６
３
年
）
、
長

州
藩
が
関
門
海
峡
を
通
る
外
国
船
を

攻
撃
し
た
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

外
国
勢
は
四
カ
国
連
合
を
作
り
、
長

州
藩
を
攻
撃
し
、
困
っ
た
幕
府
は
、

勝
海
舟
に
調
停
の
役
を
命
じ
ま
し
た
。

そ
の
話
し
合
い
の
場
所
が
長
崎
で
、

神
戸
海
軍
塾
の
坂
本
龍
馬
ら
門
下
生

を
同
行
さ
せ
ま
し
た
。

　
島
原
に
入
っ
た
一
行
は
、
海
沿
い

の
島
原
街
道
北
目
道
で
は
な
く
、
少

し
で
も
距
離
が
短
い
山
沿
い
の
千
々

石
道
を
通
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
海

舟
日
記
に
あ
る
「
大
石
雑
わ
り
、
小

石
、
道
路
満
ち
て
甚
だ
悪
し
。
雲
仙

の
獄
出
せ
し
に
よ
る
か
、
西
洋
に
云

う
ラ
ア
ミ
（
溶
岩
）
年
を
経
し
も
の

な
ら
む
。
」
と
い
う
記
述
が
千
々
石

道
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
元
治
元
年
（
１
８
６
４
年
）
２
月

22
日
、
一
行
は
現
在
の
津
町
付
近
か

ら
上
陸
し
ま
し
た
。
当
時
、
こ
の
付

近
に
あ
っ
た
「
船
番
所
」
に
立
ち
寄

り
長
崎
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
龍
馬

の
長
崎
に
お
け
る
第
一
歩
は
ま
さ
に
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長
崎
へ
向
か
っ
た
理
由

坂
本
龍
馬
・
勝
海
舟
上
陸
の
地

ど
の
道
を
通
っ
た
の
か

長
崎
を
目
指
し
て
坂
本
龍
馬
と

勝
海
舟
が
島
原
上
陸

長
崎
へ
向
か
っ
た
理
由

坂
本
龍
馬
・
勝
海
舟
上
陸
の
地

ど
の
道
を
通
っ
た
の
か

長
崎
を
目
指
し
て
坂
本
龍
馬
と

勝
海
舟
が
島
原
上
陸

島
原
で
の

昨
今
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
影
響
な
ど
も

あ
り
、
全
国
的
に
坂
本
龍
馬
ブ
ー
ム
が

到
来
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

こ
こ
島
原
の
地
に
も
坂
本
龍
馬
が

来
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
島
原
に
残
る
坂
本
龍
馬
の

足
跡
と
坂
本
龍
馬
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。


